
 財務諸表に対する注記

Ⅰ　重要な会計方針

（１）　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　満期保有目的の債券は、償却原価法（定額法）をもって評価しております。

　　　その他の有価証券は、市場価格のあるものは、時価をもって評価することとしております。

（２）　棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　取得価額で実施しております。

（３）　固定資産の減価償却の方法

　　　建物附属設備及び什器備品とも定率法による減価償却を実施しております。

（４）　引当金の計上基準

（５）　消費税等の会計処理

　　　消費税の会計処理は、税込方式で実施しております。

Ⅱ　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりです。

（単位：円）

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

投資有価証券 1,650,000,000 0 0 1,650,000,000

小計 1,650,000,000 0 0 1,650,000,000

特定資産

退職給付引当資産 19,462,340 4,378,950 5,243,750 18,597,540

事業運営積立資産 378,533,054 0 147,441 378,385,613

小計 397,995,394 4,378,950 5,391,191 396,983,153

合計 2,047,995,394 4,378,950 5,391,191 2,046,983,153

　　　　退職給付引当金は、役員及び職員の期末における退職給与の要支給額に相当する
　　　金額を計上しております。



Ⅲ　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりです。

（単位：円）

科 目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対応
する額）

基本財産

投資有価証券 1,650,000,000 (1,650,000,000)  （                  0） －

小　　　計 1,650,000,000 (1,650,000,000)  （                  0） －

特定資産

退職給付引当資産 18,597,540  （                   0） － (18,597,540)

事業運営積立資産 378,385,613  （                   0） (378,385,613) －

小　　　計 396,983,153  （                   0） (378,385,613) (18,597,540)

合　　　計 2,046,983,153 (1,650,000,000) (378,385,613) (18,597,540)

Ⅳ　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりです。

（単位：円）

科　　　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物附属設備 8,482,950 6,676,961 1,805,989

什　器　備　品 4,887,519 4,469,857 417,662

合　　　　　計 13,370,469 11,146,818 2,223,651



Ⅴ　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりです。

帳簿価額 時　　価 評価損益

基本財産

100,331,503 98,440,000

1,446,621,897 1,422,403,398

1,546,953,400 1,520,843,398 △ 26,110,002

特定資産

0 0

185,458,430 174,418,112

185,458,430 174,418,112 △ 11,040,318

Ⅵ　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりです。

（単位：円）

内　　容 金　　額

経常収益への振替額

基本財産運用益 6,085,458

　　　　円建事業債

　　　　円建外国債

特定資産　計

種　　　　類

　　　　円建事業債

　　　　円建外国債

基本財産　計


